長崎医学の百年, 第九章　長崎医科大学, 第四節　衛生学講座の開設 by 長崎大学 医学部 & 中西 啓
第
四
節
衛
生
学
講
座
の
開
設
　
一
八
三
〇
年
よ
り
一
八
三
六
年
に
至
る
間
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
流
行
し
た
コ
レ
ラ
に
対
し
、
公
衆
衛
生
設
備
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
イ
ギ
リ
ス
に
始
ま
る
の
で
あ
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
一
八
四
八
年
に
「
公
衆
衛
生
法
」
が
公
布
さ
れ
、
中
央
衛
生
局
及
び
地
方
衛
生
局
が
設
け
ら
れ
た
。
・
ン
ド
ン
の
ス
、
、
、
ス
の
他
、
ア
ー
ノ
ッ
ト
、
サ
イ
モ
ン
等
の
努
力
で
次
第
に
衛
生
学
は
発
達
し
た
が
、
ポ
ン
ペ
も
既
に
帰
朝
直
前
に
衛
生
学
の
講
義
を
行
っ
た
。
そ
の
後
間
も
な
く
、
一
八
六
〇
年
（
万
延
元
）
年
に
は
ネ
ト
レ
ー
軍
医
学
校
に
パ
ー
ク
ス
が
、
叉
、
一
八
六
六
年
（
慶
応
二
年
）
、
、
、
、
ユ
ン
ヘ
ン
大
学
に
は
ペ
ッ
テ
ン
コ
ー
フ
ェ
ル
が
そ
れ
ぞ
れ
衛
生
学
の
講
座
を
開
い
た
。
本
校
に
お
い
て
も
、
明
治
十
九
年
に
は
既
に
吉
田
健
康
が
衛
生
学
を
兼
任
講
座
と
し
て
教
授
七
て
い
た
。
そ
の
後
、
第
五
高
等
中
学
校
医
学
部
と
な
っ
て
か
ら
も
、
講
座
と
し
て
は
裁
判
医
学
と
共
に
、
衛
生
学
及
び
裁
判
医
学
の
講
座
が
あ
り
、
衛
生
学
理
論
は
第
三
年
級
全
期
に
亘
っ
て
教
授
さ
れ
、
関
成
治
（
明
治
　
　
　
第
九
章
　
長
崎
医
科
大
学
二
十
六
年
以
後
は
久
保
姓
）
が
兼
担
し
た
。
そ
し
て
、
授
業
時
間
の
変
更
は
あ
っ
て
も
、
常
に
法
医
学
と
共
に
講
義
が
続
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
医
制
の
発
展
と
呼
応
し
て
衛
生
学
の
発
達
を
み
た
た
め
、
法
医
学
と
は
全
く
別
に
講
義
さ
れ
た
。
そ
し
て
大
正
十
三
年
四
月
上
旬
、
専
任
の
衛
生
学
教
授
勝
矢
俊
一
が
迎
え
ら
れ
、
細
菌
学
教
室
の
一
部
に
教
室
を
設
け
、
七
月
末
、
細
菌
学
教
室
裏
に
木
造
二
階
建
衛
生
学
教
室
（
延
二
百
坪
）
、
　
木
造
平
家
建
動
物
舎
（
約
三
十
坪
）
、
小
使
室
（
十
坪
）
、
便
所
、
渡
廊
下
等
（
約
五
十
坪
）
及
び
煉
瓦
造
平
家
建
ペ
ス
ト
研
究
室
（
約
十
五
坪
）
等
が
竣
工
し
た
。
八
月
末
、
研
究
室
の
整
備
進
行
と
共
に
図
書
並
び
に
薬
品
、
器
械
類
の
搬
入
を
終
り
、
九
月
上
旬
よ
り
研
究
に
着
手
し
た
が
、
十
一
月
に
は
教
室
の
増
築
が
竣
工
し
、
完
全
に
独
立
す
る
に
至
っ
た
。
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